
88峯

哲
學
研
究
　
　
第
七
號

．
講
讃

同

一
晴
問
副
巴
剛
O
尾
　
憩
0
9
離

　
　
ゆ

腕
づ
O
ぎ
該
O
戸
Ω
帥
翫
餌

ぎ
7
Q
む
。
植
娼
3
口
。
言
霞

む慶

X
馨
0
6
δ
0
2
メ

O
副
科
目

蘂
重
圏

島
助
教
授
　
　
　
響
ロ
ム
バ
ー
ド

三
　
時
　
壁
画

ピ
＆
o
Q
ρ
男
。
器
。
け
二
日
切
。
躍
。
臨
疑
ぎ
暮
瞬
。
冨
。
暮
ぼ
8
鷺
。
富
冨
窯
。
〈
Φ
舅

濁
要
語
成
瀬
講
師

w
乙
同
（

青
木
、
猫
逸
語
教
材
、
巻
一
u
δ
日
豊
＄
。
鼠
Φ
Φ
冥
g
9
ざ
覧
自
譲
ノ
＜
①
奏
畠
σ
。
舞
O
げ
。
冒
衛
。
ピ
8
欝
困
＄
　
蟹
多

佛
語

ﾒ
岡
（

　
9
目
鴫
蟄
謙
譲
Q
O
痔
。
・
趨
凄
営
Φ
暮
a
お
・
O
象
謎
Q
。
琶
覧
簿
釦
①
り
節
謁
β
①
飾
⑦
団
鼻
暉
。
玖
沼
．
O
O
細
謹
麟
一
㊦
営
毒
欝
凶
尾
●
O
け
。
旧
臣
①
ピ
8
ε
舘
閲
簑
膨
。
鉱
港
◎
慶
b
o
評
壇

　
　
「
ζ
。
ロ
。
鐸
娼
Φ
匡
Φ
得
・

希
騒
語
擁
鍛
講
鵬
生
　
理
　
學

新
村
敏
授
熱
田
講
師
石
三
教
佼
　
（
乱
造
）

一
　
時
　
闘
）
甲
二
時
問
X
乙
同
（
二
　
時
　
問

教
育
行
政

、
織
照
敏
授
　
　
（
法
科
）

こ
　
時
　
問

心
理
叢
書
の
護
刊

一
二
〇

璽

　
心
理
學
研
究
會
に
て
は
松
本
博
士
主
唱
の
下
に
大
略
左
の
如
き
規
約
を
設

け
て
心
理
叢
書
を
獲
毒
す
る
宙
。
属
み
に
そ
の
第
一
斑
轍
十
一
月
一
日
嚢
4
8

桑
田
丈
學
士
の
「
璽
魂
の
信
仰
と
蔵
出
崇
揮
」
と
決
定
せ
り
と
。

　
　
　
　
『
心
理
叢
欝
』
刊
行
脅
規
約
（
摘
要
）
　
　
　
　
　
，

一
、
恥
毛
は
日
本
に
於
け
る
心
理
學
上
の
猫
網
的
研
究
を
集
成
す
る
た
め

　
　
に
、
『
心
理
叢
書
』
を
刊
行
す
る
を
携
的
と
す

二
、
本
會
の
琶
的
を
賛
翫
す
る
も
の
は
締
人
に
て
も
愈
興
と
な
る
こ
と
を
得

三
、
本
物
の
掛
員
た
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
は
住
縛
氏
名
を
明
記
し
、
入
愈
希

　
　
望
の
旨
を
書
添
へ
、
東
京
圏
闘
大
學
心
理
四
教
塞
内
櫓
田
惟
茂
宛
摩
込

　
　
む
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し

四
、
　
心
理
欝
欝
皿
け
M
毎
掘
馴
闘
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ハ
版
約
二
蕎
甲
員
内
外
・
ζ
し
、
　
年
二
燈
乃
蓬
階
悶
燈
を

　
　
獲
朝
し
之
を
倉
員
に
配
布
す

五
、
愈
員
は
鍵
書
の
嚢
利
目
に
禺
版
實
費
と
し
て
金
五
拾
饒
内
外
の
會
費
を

　
　
前
納
す
る
も
の
と
す
（
愈
饗
額
は
叢
書
の
嚢
刊
毎
に
會
員
に
通
知
す
）

八
、
本
會
の
事
務
は
之
を
心
理
學
研
究
會
繊
版
部
に
委
托
す
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士
　
矯
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科
學
の
煩
値
を
論
ず
る
の
は
貞
然
科
學
に
と
っ
て
最
後
の
問
題
で
あ
る
。

然
し
哲
學
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
最
後
り
悶
題
で
あ
る
か
ど
う
か
。
カ
ン
ト
の

哲
學
の
第
一
の
問
題
は
如
何
に
し
て
純
粋
数
學
が
可
能
な
り
や
と
い
ふ
こ
と

●
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で
あ
り
、
第
二
は
如
何
に
し
て
奮
然
科
學
が
可
能
で
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
で

あ
っ
た
。
自
然
科
學
の
梅
成
．
限
界
、
及
び
領
値
如
何
と
い
ふ
こ
と
は
哲
學

に
と
っ
て
は
少
く
と
も
最
後
の
問
題
で
な
い
こ
と
は
明
で
あ
る
。

最
後
の
問
題
で
な
い
ど
い
ふ
の
は
得
し
も
最
初
の
問
題
で
あ
る
と
い
ふ
意
味

で
は
な
い
が
最
北
の
問
願
〔
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
そ
の
露
要
さ
に
点
て
吾
〃

の
第
一
に
考
ふ
べ
き
問
題
の
．
甚
あ
る
と
い
ふ
意
味
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
夫
王
に
科
學
の
憤
値
如
何
の
問
題
が
哲
學
に
と
っ
て
最
後
の
問
題
で
な

く
、
科
學
に
と
っ
て
最
初
の
問
題
ズ
な
い
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
問
題
が
科

學
に
封
し
て
三
哲
攣
に
と
っ
て
も
共
に
軍
要
な
る
意
義
を
も
つ
て
み
る
と
い

ふ
こ
と
に
外
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
最
初
の
問
題
で
な
い
と
い
ふ
こ
と
」
最
後
り
、

問
題
で
な
い
と
い
ふ
一
見
相
反
藪
し
た
言
葉
が
北
ハ
に
同
一
意
義
を
も
つ
て
み

る
と
い
ふ
こ
と
は
哲
巌
と
三
一
と
が
こ
の
問
題
の
串
に
辮
互
の
結
合
搬
を
見

田
し
得
る
事
實
を
語
る
も
の
と
見
て
差
支
が
な
い
。
貞
然
科
學
は
こ
の
問
題

に
及
ぶ
こ
と
に
よ
つ
《
折
牌
墨
7
の
領
｛
域
に
入
り
、
聯
縄
墨
・
は
こ
の
照
門
題
を
と
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
痛
映
…
科
馨
と
交
渉
す
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
問
題
を
論
じ

得
る
人
は
周
弼
澱
も
偉
大
な
る
科
學
濟
で
あ
り
三
時
に
優
秀
な
る
哲
溢
者
で

た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
き
費
絡
を
完
備
し
た
人
を
婿
く
世
界
に
求

め
て
習
々
は
之
を
た
穿
こ
の
書
の
療
著
暫
ボ
ア
ン
カ
レ
に
於
て
見
出
す
。
そ

し
て
濯
ア
ン
カ
レ
の
著
書
を
擁
繊
し
得
る
人
を
費
園
に
求
め
て
こ
の
曝
者
ほ

ど
適
欝
な
る
人
を
見
娼
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
土
竜
偉
大
な
る
科
學
者
に
し

て
同
時
に
盧
r
越
せ
る
哲
學
者
の
薪
誰
が
こ
の
糠
灘
に
阿
戒
も
滴
｝
斜
な
る
研
田
遊
學

士
に
よ
っ
て
羅
撫
せ
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
世
の
篤
學
の
士
に
紹
介
す
る
。
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「
優
渡
尼
二
二
は
貧
に
印
度
思
惣
の
惣
汽
庫
を
開
く
べ
き
二
階
…
で
あ
る
」
、
古

來
印
礎
思
想
と
日
本
と
の
闘
乱
は
決
し
て
淺
く
は
な
い
、
然
し
「
純
粋
」
の
印

度
患
惣
は
現
今
の
縫
本
人
に
と
っ
て
は
全
く
翻
し
い
も
の
で
あ
る
」
、
タ
ゴ
ー

ル
乙
種
朝
麟
撚
傑
か
ら
か
け
て
、
い
迦
來
印
廟
日
田
臨
翻
転
紹
介
麟
阿
の
融
…
え
た
購
に
糠
轟
く
ば

か
り
で
あ
る
が
そ
の
多
く
は
脚
隙
片
的
で
あ
っ
た
然
も
そ
の
中
に
は
印
度
思
想

を
誤
り
傳
へ
て
居
る
も
の
す
ら
あ
る
糠
に
聞
て
居
ザ
る
、
こ
の
時
に
當
っ
て
「
八

年
振
り
で
故
國
の
土
を
踏
」
笈
れ
た
二
度
思
想
專
門
の
著
者
が
「
多
年
研
究
の

結
果
を
公
に
し
て
印
度
思
想
の
紹
介
の
一
助
た
ら
し
む
べ
き
嚢
務
を
感
じ
面

し
て
そ
の
第
一
着
乎
」
と
し
て
署
さ
れ
た
本
警
は
元
よ
瞬
一
の
物
語
と
は
聡

せ
ら
る
エ
も
そ
の
費
任
や
實
に
重
且
つ
ゐ
八
な
る
も
の
が
あ
る
と
い
は
ね
ば
な

ら
ぬ
、
本
書
編
を
別
つ
窮
二
、
一
を
解
説
と
し
二
を
物
諦
と
す
、
解
識
編
に
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於
て
は
一
新
波
尼
沙
土
以
茜
醐
の
先
度
思
想
、
二
二
【
波
尼
沙
土
の
形
式
的
ぬ
力
面
、
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く

う三
二
波
尼
沙
土
折
n
攣
の
胤
概
念
等
そ
の
中
隔
種
々
細
郷
項
H
を
分
ち
て
專
ら
優

く波
尼
沙
十
…
の
解
設
に
努
め
、
三
田
㎜
編
…
に
於
て
は
脚
桝
該
原
本
思
想
の
内
容
桝
よ
り
．

八
労
の
P
チ
ヤ
書
ン
ド
落
ギ
ヤ
優
波
尼
沙
土
以
下
九
種
比
較
的
古
く
、
然
も
深
玄

な
る
哲
學
思
想
の
裏
な
れ
た
る
も
の
を
撰
び
二
期
羅
の
註
羅
に
從
ひ
要
所
婆

灰
を
技
纏
し
稗
六
ケ
し
い
物
語
式
に
抄
課
と
紹
介
と
を
躯
ね
各
篇
騨
の
終
F
り
鱈

は
そ
の
節
の
要
望
を
も
摘
出
し
記
者
の
便
を
計
っ
て
あ
る
、
そ
の
物
語
篇
が
・

｛小

国
S
巻
殆
ど
五
分
の
四
を
占
め
て
屠
る
所
一
か
ら
見
る
と
本
書
名
の
・
田
來
も

略
ぼ
推
察
が
摺
來
る
、
印
度
思
惣
研
究
の
入
門
書
と
し
て
塗
考
に
な
る
事
は

之
を
疑
は
な
い
、
併
し
私
は
近
頃
珍
ら
し
い
本
慰
が
無
蜘
量
的
に
一
般
世
人

に
謹
ま
る
玉
虜
に
本
書
に
野
し
聯
か
疑
問
を
提
趨
し
て
翼
か
ね
ば
な
ら
な
い

「灘

て
こ

，


